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１．酒類の移出数量の推移  
（１）種類別課税移出数量  

 
 
（２）清酒のタイプ別移出数量  

 
 
２．フランスにおけるワインの状況  
 
 
 
３．酒税について  
（１）現税制の問題点  

 
 
（２）清酒における酒税と原料米  

 
 
４．原料米  
（１）日本の農政  
（H22 を目標とした米政策大綱）  

 
 
（２）海外市場  

 
 
５．酒類総合研究所に期待すること  
（１）伝統文化と技術革新  
新技術、新商品の開発にあたっての基本的な考え方  
 

（２）人材養成  
杜氏集団と企業内技術者の養成  
 

（３）鑑評会のあり方  
品質の多様性を生み出すために  


